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結局 LIIは ●劫挽づU.の発生に.OBFは ､劫挽づ
け.から摂食行動丑山までの ●統合.に3It要な役割を見
たしていると考えられる｡
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研 究 方 法
アカゲザル く仏式3-5kg)3Wl壷班用した｡i)サル
をモンキチェアーに田足し.FRlあるいは数回でレノヾ
-を押し.択企および飲水をするように訓練した｡右レ
バー押しで大豆が.左レバー押しで水が出るように し
た｡i)訓練完成 (5-10日)役セルニラン麻酔下で手
腕税収のMClTL-ニューロン活動を記録するため単極
ポジショナー川アダブクーおよびいⅠと錐休路 (pT)
を印刷 性に刺批するため同心双極刺激電極を固定した｡
ii)記録は,叫-MCニューロンの放電活動.放電数/
珍.各部位刺激による誘発電位,きき腕の上腕二頭筋ま
たは三頭筋の茄電図.レバー押し記号.および報酬記号
である｡iv)ニューロンの応答様式のm･折は,拭河ヒエ
レット･パッカード2100A ミニコンピュー タを班用し
て行った.V)実験終了後ホルマリンにより脳田定を行
い.各電極の位にを碓認した｡
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